
様式例（法第28条第1項関係「前事業年度の事業報告書」）

１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

②講師等を育成し養
成する事業

①専門講師を招い
ての健全な人間関
係リレーション
シップに関する講
演会事業

本事業
年度は
実施な
し

0

事業名
(定款に記載
した事業)

令和3年度事業報告書

令和　3年10月1日から令和4年3月31日まで

特定非営利活動法人未来育プロジェクト　MeLikeProject　

　
　健全な人間関係 子育てに関する普及、啓発事業として、定期的な相談会の開催により、子育てに悩む養
育者の問題を解決すること、それに関連する知識と理解の向上に貢献。

愛媛県フリースクール等連絡協議会へ加入し、不登校を選択した子供達に楽しく学べる機会をオンラインオ
フラインの両方で提供を継続、あわせて愛媛県の愛ビーチ制度「愛媛ふれあいの海辺」にサポーターとし
て、新開地区の海岸清掃活動の継続。

令和3年11月に伊予銀行環境基金「エバーグリーン」の助成決定につき、「愛媛ふれあいの海辺」にサポー
ターとしての月に1回のビーチクリーン活動が当初は理事長一人から始まり、それがやがて地域の人々の協
力を得られるまでに広がっていった活動の軌跡を基に、子供たちへ自分たちができることで自然を守ること
の大切さ、ひとつの物事を継続していくことの大切さをお伝えする絵本の制作開始。

また前年より続けてまいりました定期的な相談会に加え、オンラインでの活動やSNSを利用したお話会など
活動の幅を大きく広げることができたと感じております。

11/28 オンライン

③託児事業
本事業年
度は実施
なし

事業内容
実施
日時

実施
場所

従事者
の人数

受益対象者の
範囲及び人数

事業費
の金額
(千円)

0

0

本事業年
度は実施
なし

1人 0 0
④健全な人間関係
子育てに関する普

及、啓発事業

フリースクール等連絡協議会
フォーラム参加



1人 011/3
オンライン
（保健体育）

1人

2/26
オンライン
（パステル
アート）

6人

12/25
オンライン
（箱庭アー
ト）

0

0

事業費
の金額
(千円)

2/12
オンライン
（国語）

1人

2/23
オンライン
（保健体育）

1人

2人

1/29
オンライン
（パステル
アート）

1人 4人 3.5

3/27
オンライン
（習字）

6人 3.5

3人 3.5

0

3.5

1人 2人 3.5

7人 3.5

1/10
オンライン
（保健体育）

1人 1人 3.5

受益対象者の
範囲及び人数

1人 5人

1人

5人

12/27
オンライン
（保健体育）

事業内容

12/24
オンライン
（工作）

1人

実施
日時

実施
場所

従事者
の人数

1人

1人 4人 3.5

3/19
オンライン
（国語）

1人

④健全な人間関係
子育てに関する普

及、啓発事業
フリースクールの開催

3/24
オンライン
（箱庭アー
ト）

1人 4人 3.5

1人 2人 3.5

3/19
オンライン
（パステル
アート）

1人 1人 3.5

事業名
(定款に記載
した事業)

3/18
オンライン
（工作）

3/19
オンライン
（ハーブ
ティー）



0

0

事業費
の金額
(千円)

2/15 オンライン 3人 2人 0

1/11

オンライン

01/27 オンライン

0

オンライン

012/17

010/21

4人 3人 0

0

4人

2人 3人

11/29
メディアコス
モス

6人 4人 0

2021/11
/1-7

オンライン 5人 1人 0

0

4人 3人 0

オンライン 5人 6人

10/12 オンライン 3人

2人

3人

1人

11/26

6人

5人

オンライン 3人 6人

従事者
の人数

受益対象者の
範囲及び人数

12/27 オンライン 3人

3人

12/14

オンライン

4人

⑤カウンセリング
事業

・体験会の開催
（人間関係におけるコミュニ

ケーションの問題を解決するた
めのカウンセリングの体験）

事業名
(定款に記載
した事業)

事業内容
実施
日時

実施
場所

3/15 オンライン

3/17-19 オンライン



(2)　その他の事業

（備考）

１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

２　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について

区分を明らかにして記載する。

３　２の(2)には、定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている場合は、

当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載する。

事業費
の金額
（千円）

①バザー事業
本事業年度
は実施なし

事業名
(定款に記載
した事業)

事業内容
実施
日時

実施
場所

従事者
の人数

②健全な人間
関係に関する
書籍の斡旋・
グッズ等の販
売事業

グッズの販売（会員専
用の名刺や横断幕・の
ぼりなどの販売）

本事業年度
は実施なし



様式例（法第28条第1項関係「前事業年度の財産目録」）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

現金（現金手許有高）

普通預金（ゆうちょ銀行）

Paypal

未収入金

流動資産合計

２　固定資産

車両　

備品　　

敷金　

歴史的資料

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

短期借入金

預り金（職員に対する源泉所得税）

流動負債合計

２　固定負債

長期借入金（○○銀行○○支店）

固定負債合計

負債合計

正味財産

（備考）

１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

２　前事業年度の末日現在における資産、負債及び財産を記載する。

令和3年度　財産目録

令和4年3月31日現在

特定非営利活動法人未来育プロジェクト　MeLikeProject　　

金　　額　（単位：円）科　目　・　摘　要

3,063

1,264,950

0

4,400

1,272,413

評価せず

0

1,272,413

1,071

1,271,342

0

1,071

1,071



様式例（法第28条第1項関係「前事業年度の貸借対照表」）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金

普通預金

Paypal

未収入金

流動資産合計

２　固定資産

車両

什器

備品

敷金

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

短期借入金

未払金

預り金

流動負債合計

２　固定負債

長期借入金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

※　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　NPO法人会計基

協議会）によっています。

令和3年度　会計貸借対照表

令和　4年3月31日現在

特定非営利活動法人未来育プロジェクト　MeLikeProject　　

科　　目 金　　額　（単位：円）

3,063

4,400

1,264,950

0

1,272,413

0

1,272,413

1,071

1,071

1,273,484

0

1,071

1,271,342

698,842

572,500



様式例（法第28条第1項「前事業年度の活動計算書（定款にその他の事業が揚げられている場合」）

（単位：円）

Ⅰ　経常収益

１　受取会費

正会員受取会費（39名）

賛助会員受取会費（63名）

・・・・・

２　受取寄附金

受取寄附金

施設等受入評価益

・・・・・

３　受取助成金等

受取民間助成金

４　事業収益

５　その他収益

・・・・・

経常収益計

Ⅱ　経常費用

１　事業費

(1)人件費

役員報酬

給料手当

法定福利費

退職給付費用

福利厚生費

人件費計

(2)その他経費

講師料

交通費

賃借料

会議費

仕入高

令和3年度　活動計算書

令和3年10月1日から令和4年3月31日まで

特定非営利活動法人未来育プロジェクト　MeLikeProject　

科　　目
特定非営利活動

に係る事業
その他の事業 合計

207,900 207,900

0

135,300 135,300

0

0

0

300,000 300,000

0

5,000 5,000

0

648,200 0 648,200

0

0

0

0

0

0

0

0

健全な人間関係 子育てに関する普及、啓発事業収益

専門講師を招いての健全な人間関係
リレーションシップに関する講演会事業収益

販売事業収益 0

0

17,500 17,500

0 0 0



その他経費計

事業費計

２　管理費

(1)人件費

役員報酬

給料手当

法定福利費

退職給付費用

福利厚生費

・・・・・

人件費計

(2)その他経費

通信費

消耗品費

諸会費

広告宣伝費

支払手数料

・・・・・

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ　経常外収益

１　固定資産売却益

受取利息

経常外収益計

Ⅳ　経常外費用

１　過年度損益修正損

・・・・・

経常外費用計

経理区分振替額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

（備考）

１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

２　事業費及び管理費は、それぞれ人件費及びその他経費に区分したうえで、形態別に表示する。

３　経常費用の規模（事業費＋管理費）でみた特定非営利活動に係る事業の割合、経常経費額に占

める管理費の割合等は、特定非営利活動を行うことを主たる目的とすること、営利を目的とし

ないものであることという法定要件への適合性の判断材料となる。

17,500 0 17,500

17,500 0 17,500

0

0

0

0

0

740 740

0

0 0 0

40,000 40,000

12,462 12,462

0

5,000 5,000

58,202 0 58,202

75,702 0 75,702

0

58,202 0 58,202

0

2 2

572,498 0 572,498

1,271,342 0 1,271,342

0 0 0

572,500 0 572,500

0

698,842 698,842

0

0

2 0 2
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